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大正八年（一九一九）十一月から文學部と称した歌会が
















の指導の一端 次 よう 述べている。





明治三十二年の「学科課程時間割表」 備考に詠 は随意課として生徒の希望によって受けることができるとしている。明治四十二年の「高等 学部学科課程表」でも随意課としている。大正 実践女学校国文専攻科学科課程表」では、第一学年から第三学年まで国語の授 の中に詠歌を入れ 組織変更に伴った課程内容の変更ではあるが、国語の授業の中の講読、文法、作文、と並ぶものとしている。
本野久子が「和歌の題をいただいて作る」と述べている









の書式、歌の奬掖について、 「詠歌 就きての心得」では歌の精神、歌の組織、 姿勢 歌 材料、題詠。画賛、詞書等、作例について述べて る。和歌を学ぶ人や指導者の手引きとなるものである。
歌子は歌の心得と精神ついて次のように述べている。歌
の道に入ろうとする人は 学も詠歌もす べきである。
歌を詠もうとするときの一つの心得は、 「意を誠にする」ことである。詠出する歌は、真景に迫り 実物をとらえのでなければ秀詠、名歌が出てくるものではない。虚飾浮薄の歌を詠まないよ に心掛けなければならない。また歌には精神がある。歌の精神とは人の至誠、至情に発するもので、偽り飾り き真成の歌を詠むべ であ 。
歌の種類で長歌、短歌、旋頭歌、今様、唱歌、軍歌、新




に歌を詠もうとする時のための稽古練習である。また折りがあれば、見るもの聞くものを、心に思うまま読むことを試みるべきである。歌の題が「月」 「雪」 「花」のように一字一物で 単純に題 ことを詠む。やむをえず題に添える景物材料を必要とす ときは、それらは軽く淡いものにする。山月、都花、野雪のように「何々の月、何々の花という題を合せ題という。この場合、月 雪、花が主となり重く、山、都、野は軽く読む。心に真景を思い浮かべて詠めば実際 見聞きしたよう むこ ができる。歌子のこうした考え 姿勢は、残さ ている歌会 記録にも
示されている。『新題詠歌捷径』は明治三十四年（一九〇一）十月に三省堂書店から出版された和歌の手引書の一つである。例言で、新題で和歌を詠むのには難しいものがある。和歌は古調のままに今日まで伝わっているも なので、新題に取り入れるのは少ないと述べ 本書は歌会で出た新題を集めて、題の解説と作例を掲載したものである。新年拝賀等の年中行事、帝國議会、女学校、舞踏会、農家、自転車等の乗物、電話等 通信機器、幻燈、瓦斯燈等の照明などを取り上げている。高崎正風、小出粲、黒川真頼 税所敦子、 小池道子等の歌人の和歌を作例 して取り上げている。新題とは、新奇の事柄、物体などを歌の題とするものを










































　「なよ竹」第十四号の「文學部だより」によれば、大正十五年一月三十日の午後三時から五時過ぎまで発会が開催され、 兼題の披講と新年会が行われた。来会者は七十余名、在校生の会員を加える 百余名であった。後述する歌会の記録である『競点の巻』 『各評の巻』 『歌合の巻』で和歌を詠出している者は四十名弱なので、毎月の歌会ではそのく
らいの人数が集まったのではないかと思われる。『竹の若葉』では短歌のみが収載されているが、実際の文學部としての歌会では短歌、歌合、今様の作歌のほかに一種物合せが行われた。 「なよ竹」第十三号の「文學部だより」によれば、一種物合せとは平安時代の宮中及び貴族の邸宅で臨時に開催されたもの ある。まず種々の歌 題を分けて皆でそれを探る （探題） 。その探りあてた題によって各自が歌を詠む。時にはその題意に適う古歌を選んでその歌の意味をとった食物を添え 歌と共に出す たその食物に表した趣味の如何、その食物 品評等をし、食物の意匠、味、歌の最も良いものを第一とし、次を二等三等として興を催したものである。できあがった御馳走を持っていき、ある時は生の物を持ち寄り調理した うこともあったようである。これが歌を詠むということの練習になり、御馳走を自分で作る で、料理の練習や種々意匠を凝らすという参考になると述べ いる。一種物合せは、歌子が永田町に住んでいた時に、新年の会に余興的に開催したもので、文學部が再興され 新年 発会にはこれを催すことになった。 「文學部だより」には一種物合せ十一例を記している。例えば 近衛貞子は題「若菜」に浅緑餅菓子を添え、その頭に少し白砂糖をかけて「名はかり 若菜なりけりわか宿のかきねはいまた雪ふ く 」と詠んだ。
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二組とわけられた は老練の方と初學びの方の爲に 、心しらひ」であり、歌の題も「少しむつかしい題と、やゝたやすい題 が別々に出され」たとあり 早くから歌子の指導を受けていた者とそうではない若い人 力量を考えて分けている。
『竹の若葉』
歌集『竹の若葉』は、大正八年十一月から昭和二年十月













































































が互いに試みるものであ 。その方法は、 まず題を分けて、期日を定めて詠出させ 取集め人は匿名にして順序立てて記して詠出者に示すと、各々写して心 まま 批評し、甲乙をも付す。師は競点と同じように判じる。これを堅評という。開巻の当日に各々批評の言葉を示す。初心の人の和歌の善悪 見分ける稽古とな 。
歌合は風雅の遊びである。歌合せの当世風の作法は、歌













































































































































































































































































































日月星辰で示される。次の『各評の巻』の点者の評に「第二位に定めつゝも猶ことに勝れたるは上 印」をし と述べている。 笛子の和歌に上を付け加え もそ 意 ある。
歌子は「田家春雨」を詠んだ笛子の和歌を良しとしなが



























































































































































の袂が秋風に吹かれて、 まるで舞を舞っているよ である。その姿は秋の日に映えて輝くように美しい。優雅なその姿に、 さらに美しさを添 ようとい のだろうか、 紅葉が散っている、という意である 歌子は 「かゝやき」 「うらかゝやかし」と言葉を重ねて強調している。結句 「紅葉ちるらん」は平凡に思うのか、 「今少し」と工夫を求めて る。「西行法師」の添削は、点者が「今少し直してめでたく
― 69 ―







































描かれ、 『枕草子』の「春はあけぼの」の冬に「火桶 火も白き灰がちになりてわろし」 と書かれている。 石炭ストーブは安政三（一八五六）年に北海道で作ら た。明治から大正にかけては外国製ストーブが多く輸入され、燃料は主
 
に薪か石炭であった。明治三十三年（一九〇〇）年頃にはガスストー が日本に輸入され、明治末期には電気ストーブが登場し、大正初期に 国産品も作られたが、電気料金が高く庶民 は手の届かないものであった。
笛子の和歌は、時代が進むにつれて、新しい暖房器具が
登場したことを背景にした和歌である 世 中が進歩するにつれて、 新しい文明の利器が毎年のように登場してくる。暖をとるために火桶 使ってい のだが、そ もだんだん使わなくなってきているという意の和歌である。歌子は、若いあなたならばそうのだろうと頷 ている。新しい のと古いものを比べ 意味を持たせて、下 句を「古き火桶はすさめられつゝ」 とあれば和歌が格別 よくな とした。「猿」の和歌は、情景もよく詠まれていて調べもとどこおるところがな とし がら「猶いはゞ」 参考 なる歌を示している。山は初雪が降ったのだろう。餌を求め






































































あるように松の緑を題材にした和歌 多い。松は一年中緑で散ることがないから、永久、永遠の意味を持ち、特に新年の祝にふさわしいと て詠まれる。 の題として む
ずかしいものとしている。
笛子は故郷が荒れ果てているが、松は以前と変わらず豊






















































































































































































































































あったと思われる。歌人 あり、女流教育者としての歌子は、和歌の を積極的にしていた。月一回の文學部の会とはいえ七十首以上の和 添削にはかなりの時間と労力を割いていたはずである。歌子は、文学部の会員に「今少し」 「猶いはゝ」などの言葉に、題の理解 言葉の選択表現の工夫など研鑽を積むことを求めた『各評の巻』の「各評」は今日の合評会にあたる。歌の結社において参加者の数名が批評し、最後に指導者が批評する。詠出者名を伏せておき後で記入するも と 最初から氏名を記入するものと両方ある。笛子の和歌が収載されている資料の内『競点 巻』にも氏 最初から書いたものと後から書いたものがある。また歌の題の言い方は「御題」 「お題」と うのが一般的 ようで 『詠歌 栞』や「なよ竹」に歌の題を「兼題」と表記している 、今日ではその言い方はあまりないようで　蜂須賀正韶と娘笛子、そして下田歌子との関わりを書簡
などの資料をとおして考察してきた。長女年子が離婚後に自活の道を切り開いていったことは（一）で述べたが、その背景にあるのは蜂須賀農場の争議があり、蜂須賀家の内情が厳しいものになって たという事情があった。年子は自活の手段として手芸の道を選び歩き始めた。年子のそうした状況を考えると、笛子も何らかの自活の手段を必要としていたのではないだろうか。また古い慣習の中にあっ貴族の生活では、結婚によって得ていたはずの生活の安定を失った出戻り 娘 不憫に思 が、家に ってはいわゆるお荷物で、世間に対してもどこか肩身 狭い思 をしていた時代であった。岩波文庫の『松浦宮物語』の刊行は、笛子の文学的才能 力量 よるものであるが、 将来にわたっての自活の手段の入り口であったかと思われ 。
笛子の生活支援を考えたのか、歌子は笛子を習字の教員

















時の話、また祖母である坂寄美都子、下田歌子 和歌 好みなどの話など貴重な話を聞かせていただいた。藤田美智子氏、伊藤理恵子氏には現在の短歌の結社の様子 合評会
などについてを御教示いただいた。今回も多くの方々にお力添えをいただき感謝申し上げる。参考文献
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